
 

 

 

 
 

 

 

申７号、８号の団体交渉において会社と認識の一致が図れ

なかったことから９月３０日申９号、１０号を提出！ 

 

個人への責任追及および責任転嫁を許さず、 

早期乗務復帰をかち取るためにたたかいを創り出そう！ 

発行２０２０年１０月５日 NO３５ 

申１０号乗務員の勤務時間中における私物携帯電話の取扱いに関する申し入れ（その２） 

 

地本は、申８号「乗務員の勤務時間中における私物携帯電話の取扱いに関する申し入れ」を提出し議論し

てきました。会社は、「私物携帯電話の電源が入っていることは想定外だった」「今回の事象を踏まえ、私物

携帯電話の電源が入っていたことに気が付いた場合の取り扱いを追加した」としています。しかし、「その

ようなことがあった場合にどうするのか」について現場でも月間訓練等で質問してきましたが具体的な方法

が示されませんでした。このことは、会社の想定不足と乗務員への指導不足であるとともに、今回の乗務員

が行ったことは、この間の指導に基づく取り扱いであったと言えます。職場では、当該社員に対する日勤教

育に対して、疑問の声がより強くなっています。私たちは、安全で働きがいのある職場をつくるため、当該

乗務員を早急に乗務復帰させることが必要であると考えています。 

 

１．この間、乗務中に私物携帯電話を扱った事象として法令違反または運転事故として発生した事象及び
当該乗務員に対する会社の対応を明らかにすること。 

２．新前橋運輸区において個別面談で指導している「私物携帯電話ルール徹底について」乗務員、管理者、
輸送指令等における周知状況について明らかにすること。 

３．指令または当直助役に連絡した場合の乗務員に対する指示について具体的に明らかにするとともに、
正しい取り扱いをしたことから乗務員の責任は問わないこと。 

４．私物携帯電話の電源が入っていた場合の取り扱いを当該乗務員に教育し、乗務復帰させること。 

申９号「旅客からの苦情に伴い変形日勤を命じた事象に関する申し入れ（その２）」 

 

 地本は、申７号「旅客からの苦情に伴い変形日勤を命じた事象に関する緊急申し入れ」を提出し議論して

きました。しかし、①乗務復帰に向けた基準が不明確②乗務復帰に向けた教育が具体的に行われていないこ

と③９月１４日以降、殆ど自宅待機が指示されていることなどついて認識の一致が図れず対立となりまし

た。職場では、当該社員に対する日勤教育に対して、疑問の声がより強くなっています。私たちは、安全で

働きがいのある職場をつくるため、当該乗務員を早急に乗務復帰させることが必要であると考えています。 

 

１．乗務復帰に向けた基準を明らかにすること。 
２．当該乗務員を自宅待機とせず、現場で乗務復帰に向けた教育を行うこと。 

３．当該乗務員を早急に乗務復帰させること。 


